
 

 

 

 

  

「最後であってスタートラインの文化祭」    ３組      男子 

 中学校3年間で最後の文化祭が終わった。 

今思うと、やっている間は忙しいし充実した時間だったが、アッという間に文化祭は終

わってしまった。合唱コンクールでは土壇場で渡された原稿用紙を必死に覚えたのがキ

ッカケだが、協力して合唱コンクールに挑めたのは、とても楽しかった。１・2 年生の

頃よりもはるかに忙しく、終わった後の達成感は心地良かった。 

 やはり、一番胸に焼き付いているのは演劇だった。自分がキャストをやったというこ

ともあって、オープニングやスタッフロールを見ていると胸が弾んだ。「チーム・ツン

ダ」という名前で一致団結できたことがとても嬉しかった。とてもセリフの量が多かっ

たので、手振りをつけるのも難しかった。それと円陣を組んで笑いあったことも楽しか

った。きっといつかこの日を振り返っても、みんなで笑い合えると思えた。 

今年の文化祭は三年間で最後の文化祭であると同時に、受験勉強に本腰を入れるため

のスタートラインでもあり、また、卒業式を除けば最後の学校行事でもあった。すこし

哀しく寂しくもあったが、この感情が歴史的価値観の中で風化していくことは望まず、

ずっと心の中ででも記憶の中でも残っていて欲しいと思った。 

これからは自分自身との闘いになるだろう憂鬱な気持ちになることもあると思う。し

かし、優雅に前を向いて歩けるよう頑張りたい。この夢を追いかけることに専念したい

と思う。光ある未来を目指して努力をし続けること、小さな一歩を続けて自分は未来を

掴みたいと、この合唱コンクールでやってきたことを活かして、勉強し続けてみようと

思った。これからの道のりは厳しく楽だとは言えず、寒くなってくるだろうが、「頑張

ろう」と決意を持ててよかった。 

 

「衣装係をして」                 ３組         女子 

私は、今年の文化祭は三年間で一番やりがいを感じたし、達成感も感じることができ

たと思いました。 

私は演劇で衣装係りに入りました。とても人数が少なくて三年生 8 人位で約 20 人分

のキャストの衣装を作りました。私は 1 年生の時にも衣装に入りました。ミシンが全く

できず、縫い物もとても苦手でした。でも、たくさんの衣装を作っていくうちにミシン

も使えるようになり、上手に作ることができたと思います。そして、ステージで私たち

 能美市立根上中学校 

 平成３０年 

 1１月９日（金）№３９ 



の作った衣装を着て、全力で演技をして役になりきっているキャストの人はとてもキラ

キラしていて、とても良い作品だったと感じました。 

二日目は合唱コンクールでした。私たちのクラスは男女がなかなかまとまらず、おし

ゃべりも多くて、このままで本当に歌えるのか、とても不安でした。でも、毎回の音楽

の授業や放課後たくさんの練習をしていくうちに、クラスがだんだん一つにまとまって

いき、男声も女声もきれいなハーモニーを奏でることができました。そして本番。1・2

年生が素晴らしい合唱をしていて、とても緊張しました。合唱中は今までの頑張った成

果を発揮しようという気持ちで口を大きく開けて全力で歌いました。最優秀賞はとるこ

とができなかったけれど、みんなが力を合わせて全力で歌い切ったので、全く悔いが無

く終わることができました。 

この二日間の文化祭を終えて、私は仲間と協力して一つのことをやり遂げた達成感を

感じることができたと思います。これからは、受験勉強で一人でずっと勉強する時期に

なります。だからこそ、この達成感を忘れることのないよう、毎日頑張って行きたいと

思います。本当に楽しくて達成感のある文化祭でした。 

 

「やしなった絆をいかして」      １組    男子   

今年の演劇は今までとは違いました。なぜなら、ただ観るだけでなく、照明だったか

らです。しかも自分は照明のリーダーでした。準備をする中で、まず他の中学校の「ツ

ンダの星」を見て照明の大まかなタイミングを掴みました。放課後にキャストの人達や

音響の人達、そしてたくさんの先生方と一緒に練習をしました。はじめはできるか不安

だったけれど、練習を重ねるうちに少しずつ自信がつきました。自分は山木さんとピン

スポットをやりました。山上先生からのアドバイスや要望にしっかりとあった照明がで

きるよう二人で協力して頑張りました。本番は緊張しました。特にツンダの心臓が空に

上がっていくところを上手く出来るか不安でした。でも失敗することなく演劇を成功で

終えることができたので、うれしかったです。 

次は合唱コンクールです。特に自由曲を歌うのが難しかったです。なぜなら男子パー

トはいつも一つだったけれど、二つに分かれていたからです。最初、男子はちゃんと音

程がとれている人が少なくて、声も小さかったです。山本先生や林先生のアドバイスを

しっかりと聞き、それを意識して歌えるように気を付けました。男子は特に体育館での

練習から声が出るようになったと思います。本番のステージへ上がる時、とても緊張し

ました。賞は取れなかったけれど、今までで一番良い合唱をすることができたので良い

思い出になりました。 

この文化祭でやしなった絆を活かして、これからクラス全員で受験勉強を頑張ってい

けたらいいな！と思いました。 

 

 

 


